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L目的 i絨 毛 癌 に 対す る MEA 療法 （MTX ，　 Act

D ，VP − 16），　 FA 療法 〔5 −．FU ，　 Ac し D ） の 有効

性を従来ま で の 化学療 法 と比較 し， また 死亡症例

に つ い て 検 討 す る．L方法］1973 年 か ら 1997 年 ま

で に 治療 した 絨 毛癌 （臨床的絨 毛癌 を含む ）93 例

の う ち MAC 療法 （MTX 　 Act −D
，
　 CPM ） で 治療

した 45 例，MEA 療法 で 治療 した 38 例 （重複有り）

を対象 とし，化学 療法別 の 寛解率，再発率，生存

率を検討した，
一
成績 i  MAC 治療成績 ：MAC 療

法で 治療 した 45 例中 3例 は広範囲 な転移 の た め十

分 な治療が行えず死亡 し，33例 （33／42178 、6％ ）

は MAC 療法単独 で 寛解，8 例 （24、2 ％ ｝が後 に再

発した，MAC 療法に抵抗性 ある い は再 発 した 17例

はMAC ｛VCR ，　CIIAMOMA 等の 治1寮を1了一
っ た が，

2例が寛解 に 至 っ た に すぎ な い．  MEA 治療成績 ：

MEA 療法が 行わ れ た 38例中2例は十分な治療 が行

えず死亡 し，
28 例 （28f36 ： 77．8％）が  1EA 療

法単独で 寛解，3例 （10．3 ％ ）が縟発 した ．MEA

療法に 抵抗性を示 した 8例，再発 ］例の 9 例は FA

療法に て 治療 し，6例が寛解，2例が死 亡 し，1例

が再々 発 した，他 の 再発 2例は当院で の 治療を行わ

なか っ た．  時代別 の 生存 率 ； MEA 療法以 前の絨

毛癌の 生存率は 66 ％ （33／50），
MEA 療法 導入後

は 87 ．5 ％ （35f40 ）とな っ た．［結論］絨毛癌 の 予

後は時代に伴 い 向上 して い るが，first−．hne と して

使用 され た MAC ，　 MEA 療法の 寛解率 に は 差 が な

く，再 発，薬 剤抵抗性症例 に 対す る化学療法を中

心とする集学的治療が
rr・後向上 の 鍵と考 え られ る．

［目的1従来，妊娠性絨 ，E癌に お い て 先行女．F，娠 が

lL 常受 精 に よ る 妊娠 ま たは 胞状 奇胎 の 複数 回 存在

す る 時，そ の い つれが 責任妊娠で あ る か は 不明 な

Iif
が多か っ た。今回我 々 は PCR 解析 1こよ り妊娠性

絨 ｛三癌 の 責任妊娠 を明 らか に した 症 例 を 経験 した 。

「妊娠分娩聴 第 1 回 ： 自然流牽，第 2 同 ： 正常

分娩，第 3 回妊娠 ： 全胞状 奇胎→臨床的侵入 奇胎，

策 4 回 妊娠 ： IE常分娩 L現病騰」平成 9 年 io 月

20 目，不全流産に て D ＆ C 施行，病理 紺織検査 は

織 む癌 で あっ た 。　 ［方法 」 全胞 犠 訂屡｝，緩毛癌 の

パ ラ フ ィ ン包埋 切片及 び患者，夫，第 上 f ，第 2t ”

の 末梢 illL自 lilL球 か ら DNA を抽 出 し，4 種類 の

chrolnos 〔＞m （
・（ ⊥，3，12，18 ＞に対 し 5 種類 の

s 〔1qVl （｝1］t
’
cl　 ia99 〔ld　 silc （ STS ） 多型 マ

・一一
力
・一一

（　Dts225 ．　D3S 上714，　D ｝2／SEO ！）O ，　i）亙8S84§，

D ユ8S877 ）を設定 し PCR 法 を用 い 増幅 した。6％

ホ リ ア ク リル ア ミ ドゲ ル に て 電 気泳 動 後，才
一一

ト

ラ ジオ グ ラ フ ィ
．
を行 い 出現 し た i）am 　d に 対 し

DNA 多型解析を行 っ た tt　 ［成績〕（1 ＞夫と絨毛

癌 の atleke 　 Patt 〔
・m は そ れ ぞれ，1

．
｝廴S225 で は b

（じ 〉／　（1（の ．b （il　〉．tt　d （e ｝，　D3S1744 で は ll／

b．C、a ／じ．［．》12SLO9 （）　
’
では c ！d，　fl〆c，［）／8S849

で は af
’
　b，　 Fl　 ・ 卜，DL8S877 で は a ／c ，a ／c で あ

っ た。（2 ）D ［S225 ．　 D3S 上71・1，　 Dl2S1 〔）90 に お

け る絨
．
皀癌の alle1〔

・pat しern に は患者由来の DNA

を認 め な か っ た．〔ll）Dl8S819 ，　 DIS225 に お け

る 全砲状奇胎の nHclep ；rlEern は それぞE’L，a 〆b，b

（c ｝！dで あ り，夫と絨 皀癌 の all　el（
・
　pat　ter，u に 類

似 して い た 。　 ［
・レLt 込

荷 目 ilVj］ PCR 解析 に よ り絨 毛癌 の 責

任妊娠 が ，先行妊娠で あ る 第 2fI に常分娩 で は無

く全胞状奇胎 で あ る
’tll：が 明 らか に な っ た 。
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